
綴非 雌粥川 b仲r⊂-6-え7=EE的IZ;カ政の効典 167

先取位から計井すると路 ()i)式か成立する｡PDち

息瑞相 に放て(瑚 火敵将 丑 IIrは

Ll'･-lJ/ (15)

で裁わされ.系列1のは繋.:対しては

り'Z.2汐// (15)′

となる｡又は

1L'-299/(961142F) (15)〟

煮式に放けるJとしては搬 味原(=放ける槻 火薬

力をとらねはならぬ.即ち密閉匪(:依って有効/の変

るbのは注意を匹する｡

§5鼓 す

イギリスの最近の研究:)はメタンの放火に対し.日

蝕1こ放ては促蕪の搾益温まrJ'｡が支配均で必烏2<枚に

放ては倭 迎Dが安定的であるとのtdL詮を出している

が,斉昭 (=焚ける蝋 だ T'は TI'より くB,U 珊

小で鞍族にfEl囲過し1=思 (･であるから白地に対し ′lrD

又は T.が安it的であるという結盤は変当であろう｡

rJ'とT.の長は H叩 073)Ot庄荷r=色ろ分である｡

然し,感凧72火'二放てはSEだp-鮒 圧力J41Tr'-Llurn

(但しJlま車脚 ,lI'は脱 生成ガス軸 )である

からDか支羅的とすう考えは pLIp が実記的という事

にIl'rるが.そう考えては寿研 究に述-1こ罪群的射牧の

純県を設抄化 はないことは別述の通りである｡1】Llちこ

の壌合には鵬 の脚 B:力は極めて掛 ､机 舶 助

の示す如く,この鮒 庄カの成立する脱 刑 には管

産相加,即ち牧額が在っていることと,その存在作用

時間が極度に掛 ､為,メクソ-堅矧 ま末(.J譲火するに

玉らヴ,1触 gスがEP既し始めてからのガス庄力

に鮫り滞火L:必甘IL 王女ルf-1t柑るものと考えられ

る｡勝 盗直轄が大と1_'ると不語火脚 先 日Fが大

とT_.るVことは,一位1:鉄放され1こところであるが.

この双瓜効果SbIleeだecLはiEE面上の }Tach冊 の

発生で説明しはる｡RDち搬 近傍に放ける圧力匠の圧

力L′は庵めて大であるが,仲川喝ruIが塩めて短'Ilこと

と.又圧力eiの汲面が極めて伴いあ く大路ガス分子の

平均自由輔 の挫星)為来1_I帯火l:王ら･._'l､｡このB;

力は監石に至る時は空聞えの伝拓に上り沫荒して tIJ

となるが.之が凹体S!に於ける反hlで,p･エーLL)lに琳大

する｡菅野の粉食は "-2であるが.高圧のEE力匠で

は弱い船 でも近似的 にn-3となるLP 之噂の灰肘

の担瓦し及び圧力琵自体の価炎は反射と岡持県になる

から,L･､-rHyとTLつて荊B;力の吉l分を生 じ.この

部分はその垂脚 がりも相当大で.且つ作用時順も

相当兵いかち地 にメSy雷火の路仔が成立するもの

と考えられるQ

寿桝 に放て明らかでみろ如く.轍 p=放るメPソ

の甜火の換fI,及びそれを益とする瀕正用胸 の軒兜

[二は先づ声銃的な轍 と現飴的な巧薪がませである｡
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爆薬猛度の実験的研究 (第甘報)

爆薬が物体に与えた圧縮応力波の効果

(Llfi128年 9月30日受用)

陸 井 武 1,Z.7

([体 油広 東丑工蛾)

l 持 甘
とである｡けれども.紬 Di攻そのiLのの理 念は来た:

十分1:奴立さh'rliHt_'''lので,印 の威力邦雇にES

EZ集の庇力を丑もA体的:=手つとり早く知 る方法 して.BZhT一致異のどれを洪つ1こら長いのか河 ら1L

は,鵬 が物体に与えTこ良基効果を雌 に中郡するこ Lto従って.改革効果の蔽柄に上る倭難の性蜘 !=
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関する併妃は.甘いかえtlZ3.は難I:よる抵塁の牡鹿

の汲立化,'EE3約とナる,とも官PLることになる｡故に

扱現全件t:閃づる考群はひとまづおくことにして,規

薬の効果の串で胸倉一二,uつきり愚妹づけら11るもの

かt'>手がけろことにし,た.

吐血tこ.争fnの旗累一二ついて板疾しT=HopklngDZt

劫R.又EiScabb･Z,ど(兄AT;緋 ).或いは左が 手原の

耶 汐の野矢効果等がそれである｡

[1 ThpkillgtJn破gl,又 はSczLbbl11gと

その原理

働 かは表し/ことき,触 すそ鰍 がこうひろ敢妨

はか!_.りZ:ヨ従'Jものこ思われる机 その払拝くつ申せ

非常､Ii5lp,凹恥がE･=-することは指かである｡このEE

相匹はその板持の溌速よT)はるかに前述であって,さ

らに績茂迎D約3!.i.射 力は逆1りも高,廿が口中

される｡))

この庄叙仏力班｢&'畢び)の古称 よ上記の進度Uで

進行するとr邸51こ,そのだ円'Cは uJる粒子速攻Tzと

も小 .この媒体の壊度をpとすれば.野内の応力 Lr

は次式1-1従 ノことか知らrlているさ)｡

LT･′リ.l一

今.ある点･=艮･さるge輩出を前掛 与E=示せば図2の

ようにむける｡即ちqtよその魚苗は7:Eノ1､ナ 改印をへ

T_LT_るL:つれて醍荘し,E;兵 (̂=於与で0となる曲校

で京引1.Jtこ.雷の各欝の池rrli.旺托遮匹とrE6-

と2･fJして.ニトJ-ei丘らr:瓜 カー時間の氏根に荘ナこ

と･L)できろ｡

この桝 缶が鼓窃 二次ほナ特を約1Jはたらさとして

汗がel由癖で戊射して辺力iHlt変じた時i:示す,?EylI)

地 がある｡

こ11.まTioEJklnWn最盛,又はSt:ユbhlTlgとして知

られ''=現取でもろが,多少具体的(:その様相を投明す

る｡

珂 Ⅰの蝶r∴ 枝葉を枚体の-鍬 =つけて佳発せしめ

る｡怯楚抜,物M..の宥iM.L働,群するに.光づ俵jf(皿Iの

詣 苛は7ナビ状のLtUき与件い.大日-_は ∈れてそ

の終r_p止さ-){こ ､｡

この烈しい担罫菜影のq城につづ17て,変形の度合

は淵 に弱まり.多,J>田松はあれP=訊 ま全 く無さづの

fjl硬がしばし鋭 くOけれども.自由疋kLl:至って,珂

び姐烈FJ政ロが包ることがある｡之･illopklu細工1改

易.文はScabbLIlgと称するが.こYLは丈に才このよう

に政明されろ｡

今.田 2-1の杜TJLE相投 (郡 だ)が鞍件内詔を左

l
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信Jf4軍が紬†f･IC与えた正Fl応17汝の効AL I69

l
巨~ ~̂ L L 了 与l

l

&鵬 D7址17や p_Fft浪II的 帥 i

EE]2 Seabblng発 生 世 訳 詞

件の抗当力が分れは Scabb,帽 のFFL<結集何字allに東

一■はることが分る｡

APJ',.広か缶の古田の上絹かr_.抗ヨカq.,Jをとり,

その仕丁;から帆 二引いT=水平撰 _.汚形鳥鋲との交点

を｣とする｡このとき,上述のはl一日山西から出て行

つ,'二広枯野内のBi蕪と.自由面から入って行った反射

古内J)庄正とは】可-であるから.自由面の位空はJF･
め-～f'所 '-止して,･なけれはTこら7_.,､｡三三って
Sdbblrlg Lt.鼓詔 の拝 IZは

Z-.JJ･.../2

と1_-,-J｡

又.この作EE掛 二よって,げ∈Zti柄-の坑望力の

もと'.I(i,t2田が推 して軟くrJ川 i大とlLり,主堂!=

現力･-,-已(:蚊つては.かえって涌く1A'ることが分る.

mL.±ヒ九:=℡う鼓弓支力とは辞 的rLZLF･ii三台a)もので

lfr_-/,掛 11もので,攻Ali前者のlq昔近くのelを

示すものである｡

Rl 好 的lJAぴP的な坑班が)

井的な枕効力 書l約J=渋沌力
kdcmf kdcm亡

紳 303xlO1 2.a-2Sxloョ

Y 釦 218×101 27xlOl

こLtを安するに.か11り狙い胤 力e;がEl白面で

反Blして55力だ!:芸するとき,日由血につづく軸 内

拡1:攻旬する圧籍だ:-の足毎と.自由封かち反射LJ-=el

力古の荘fZk J,L作用し合って71-:ナ■榊 が.Sc8bb

lt】gである｡

以上の.主eして Rll)ehartのJljP (ニ上るJE長に

蛙与と,Scabbillgが起ろということは.その 触

力鼓の缶取払力tJt糾 をのtW 力以上であることの

FtかT_正己明とFL搾ることl=ILる｡ そこで.攻る柵

につ1.'てその長aを変えて鰍 に粕 し,この良男の

起る脚 の兵Eをか つLIJi,この柵 放けその村外の

扮 一抗盟カケ一つの,道中として行っところの.枝光の

庇力鵬 と且なしfO上.)｡さら(:lless.もしくl三
J(nstの方法のように.恥 二も体の棚 を以て行う拭

政より一恥 fLものと考えられる｡

皿 各g淫零のScabbJng能力について

1) 実 損 方 法

前途の肋 に辻って,令6[のエ蛾 と戴n の琳-

珪素について.托拝として舟L=ついて究放し.この良

好の足る臥井の井蛙長を浪め,鼓室の大ささ形状.･_･E･

についてk薪LT=鈷果をの-る｡
和 の方法【ま.軸 3COLrを幡42YFlmのJ*-ル抜

荷.又で洞 一堀内匹 州1mの鉄管につy).伐38mm,

点岩FI挙の筋性を周 】の.Lうf=盗ZELで.全体を砂上

I:悼 ナてなき,99江のFE:面ミ柏 由にしておく.7m .rま

細 から行う>_さと件件そそ73えろたれ,額搬 つき

e苛TJqを用い''=.軌 鋲廿J:E止用するときtま.舟任

の辻を鮒 のI.'かに 3cm 邦人LTこ｡かくして.倣

倣 tJ.を切沸して内払の封 t:を虹ボナろ｡

ll) 突 放 持 頻

比の給仕の燥突抜の柾m.三次のb]きものである｡鑑

真小なると引ま,JESD.rよその円周!=)-2TrLmのほほを

残してはが書1,託U.その■面にはなかTLtZチ状の凸凹

があるBa(いてtffUJ･大こ1.JnZ_I,g苛が∫1わんをふ

せL･=凱 Bでふくtlも.丈.=.ふくれることは･L.､が妨

斬:=上って礼拝の移監を荘苫できるものと11ウ.これ

以上に校長を大[=すると■交･'E生じrLく1_1る.このA

欺 蓋の最大蛙長を4,とする.

王1.:.この時の脚 光をR lのLLに77{す｡

実払拭菜をまとめて髭 2及び栄3とする｡
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舟蛙の長さ121亡mの群SZで行った机 和 にこれ

以上の情丘をこのk榊 に求めることli租 のJtで

ある.けれども髭から分るW --,gir･､ものと弥 'もの

では5cm位の蛙がある｡

王た.この任の相 は.ある一定速度以上の野でTL

いと発生し如 ･ことが次の催告の発政から椎Siほ れる

机 之によって,叫 は初桝 芝が沸 して-その一定

の速度となるまでの桝 とも見なすことが比価 .同一

のtl剛 こついては鼓の鳩 が大で(廷って,応力も大)

あれはあるほど大fLる4'を与えるものであろう｡

†I 左右封帝のJZ籍応力淀の衝突■裂の尭生

井 Ⅰ帝で.i,一つの妙技の左右!=… の触 ẑl

いて鮭 せLS･),仁とさ起る組 の抜相 Ẑ大まかt二ttE

LIこ椴 をOぺ一二｡JI_.そilを珊 してみると,丁

正rl.矢に特異IJ形状のdL中 生が見られることは.先

に称暫した遣りである1)｡

この姐 が圧相野のす突L=上って起つT_n力に基づ

くことはScabb】nirと似ているが,町 =各鵬 I:つ

いて.前述と同じ恥 -Xl比の長さを変えて比較しT=の

′
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かこの実崇である｡

宍艮方法は,脚 mm.如 所野の糾 tO)醐 E=一 粒′イ ナマイ ト

3COgづつの伽 を我tL.妾発!=ti阿鼻肺胞 の二

木の棚 を用いる.(8号tl管凪剛

又,鉄管を任う時はSB LhlZlgのgftIと節 々そろ 軒 洪 ′ イチ

ぇるT=め,弟桂の九を鉄廿内:13cm有人する.(前1 マ イ ト

肘 では丑 ∈ 14cm の井蛙をも含めて,全称一本の鉄

管(=抜･9tLI=｡) 翁を泣gLするポーJL振付及び鉄管は

瓜連のSobblr)gの実父と変りない｡

粗 拝具を夫に示す｡
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T&5 本肘 玉の対年帯♀札現雛 地力

娼

J'-JL･aE内

負いと且 う .

黙し汚 ;似 ることは. この雛 の 4..i, 片向

死亡の2紺 上qも折井-JL▲ニ小さ ･ことでもろ｡繋

Sの焦園Il･は,左右対和 の毘好枝具･'･,片ir事

学の限月長の2倍で良し7こものである｡このuJ,Al上

り小さいことは,左右対称'=好学する時は.片面から

の酢 のnB丑の2倍のF<さでは.亀裂発生が見られ

ず.それよr)も担い長壬でtLいと発生しILいと7 -)こ

とである｡端的に甘えは左右柵 の方がAB2が狩生L

I=くいとす うことI=tEる机 その鵬 '_,一一鰍 ま稚 ′
イナマイトであって,これ:)片側から行うとき.王朗ら

かl:飴mの耗具で ScAbblngが発生しT=が.左右相称

1ニ行 う時は2t･mでも罪生しない｡ この朕凶は釆T.L朗

らか!=孜粥するまでl=はまっていILrが.左右対執 二

行う巧は,■只の発生すべき岱分は鬼tlの中央であっ

て,片面'EE]由にして行うとき}りも&頁が発生しJr

'ここ.こ上るものであろうか｡錐先で､三乗11色 の々こ

こが不明でちるかち.現牧のZe顎T='.チ:=止めておく｡

n紬 珪 I･. V反射鳩 の大 き引 こついて

横 長三m2u. 対抑 xJl恥 欄 から行つ(_ときでも,左右琳 E=行つ,;ときで

も.場 面のimはfEEが大と11れは扱 ,.hと･_つ.I
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要る点から金武I=iTiaEナaEニ至る.

然しだ書3のFtさはそれt=反し接見大とTLれ 三,

E
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しろ帝大する｡淋何につ1て 見ても."C大なるものは

どX-n曲投は上E=位するが.Z-a曲蛸は その雄で
写真いものほとZは小であるD之は前の敷 明1:伏っても

若頭妃､カか大であl'Ltf.当然小とILることが曳好さrpL

る｡

両面対称僻 の場合は,中央の厨は更'=その中夫で

2分されているから.此の層の厚さTi･2Z とするE,

亀裂部の【師 ミX は一片両班蜜の瑚合と水質的EL変
つI'こiil向は見uせないO

然し厚さは.片田から才〒つたときの20-30mmに

対して.左右対称!=行つT=ときでは,Zo5-IOmm,

即ち.対弥t:行 うときは片僻から行った時 tりはるか

に小で,約X-,rJ/の伍である｡

11 総 括

かなり明らかな意味合のほ軍の散的な効果として,

HopklllSOll蝕娯(ScabblZlg)並びに.左右対称の野車

扱のⅧ突取矧 こき昔日LtこD各EEの触 (=ついで Sacb･

blngを発生せしめる儲力を或めた.即ち,笹 38mm

で色々のRさの節はを嘩帰し,3COFの搬 Tf用いて

その卦桂を凌崇する｡その後,切断して鈴柾内部の変
化をP.壊しScLlbb)Tlgの起る東大の叙任の長さを宅た定

する,.埠矧 iポール托もしくは内酵 1mmの鉄管に業

主耳して行った.

爽験の鈷#,狙い偉業と,執 ､搬 とでは5cm位の

器がある｡例えは ,抑 内の稔ダイナで 日 にf1-で.

ScJLbbingの由る限界tk矧ヱ15cm,硝安〆イナヤ 1ト

に於いて lCcm であろ｡国雄のことを,左右対称:=燥

苑を兄いで,斉発させて行った.兜の詩の亀裂発生取
卵t凹 は,1記の片榊から行 う美顔で食めJこF_qPt長の

2倍より小であって.片仰の9f静に戊へ亀裂は発9-_し

にくLlb砲架の大きe形状については,片CIUからの難

敵 :於一.Tも,開脚から女を対称r:行 っ契矧こ於いて

もbW･)は同じである.即JJ,亀裂砺 (又はSc71bl)L叩 )の

Ta-怪は杜fE大となれは小と1_rる,だ奄Lfi'遷し1こHのTF

{.はかえって大 となり.A.W'Iの甥い直読ほど鰍 ･

横である｡ScabblI1g碑さは2-3m111である｡

同榊から左右称称に行う舛扱E=放 ナる棚 引 よ,

片伽は､ら行つT=ときしり博 く.そのガ～3..'位である｡

乱 舞駿抜件,即ち鉄管泣 損亡LI-ル耗焚gtの塾,

及び片広相F撃と,左右女将 価 の杏等,1L,偶々の髄

について如何rLる効巣の位をも1=らナかの解析,及び

考茶'こついては,庄転応力法の吉元きそのものを明か'=

LI=攻Ⅶの弊鼓結果p=田迎して政明するb
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電気雷管不発原因に就いて
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H E苗 iH
斜の急な曙乾iE形で.且か六カメの7E流に放って爪火

する松倉に蒔周正昭iSEが定在駁約に誘発し,弊政取締

史近花束田管の不発が発破回路の中央部に処触 りに の中矢印が荘影のノーrL=fJつて,奴団的に不発が菜

発生する三脚E3]は.稚捜吸抗 (所謂9-ケージ)に乾 生するものとの蓮】)が主yほ れ/二｡

るものでなく.コンデ ン サ -式点火朗の雄に立上 り伺 然るにCir老等は不発の主Eg因は.β汲鞍抗でありとし

暮 El射ヒ鮒 式全社 仁豊野作蒸所 で井の暇 に例えは脚根::姐化ピェール損を用いたり

･･ 三襲Ⅷ 株式会社 研究所 Tru飲市野の構造に拭 の々考案をなし,舜力しつつある
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